
１　部の運営方針

２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 2 課

令和元年度 部の運営方針書
新南陽総合支所

38 29 9 人件費

歳入予算額 10,716 歳出予算額 担当予算事業数 4

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 213,672

【部の使命】

　新南陽地域での市民サービスの提供を通して、身近な総合行政機関として新南陽地域の振興拠点となります。

【部の目標】（令和元年度の部の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）

　新南陽総合支所の全ての職員が、市民サービスの一層の向上に努め、市民との信頼関係を構築していく中で、次世代に繋がるまちづくりを市民と共に進めます。

①　新南陽総合支所及び西消防署庁舎整備の推進
　両施設とも建築後50年以上経過し、老朽化が進み耐震性も不足していることから、市民の安心・安全の確保を最優先に、先ずは、西消防署の整備として、令和2年度中の
運用開始に向けて進めています。新南陽総合支所の方向性については、将来のまちづくりをしっかり見据えていく中、人口減少や少子高齢化に伴い変化する市民ニーズに
対応した、真に必要な行政サービスの在り方を検証する必要があることから、市としての基本的な方針を取りまとめた後、地域住民の意見を聞く中で、共に知恵を出し合い
ながら方向性を示していきます。
②　お客様満足度の向上
　ワンストップサービスを更に充実するとともに、迅速・正確・丁寧な対応によりプラスワンのサービスを提供することで、より一層のお客様満足度の向上に努めます。
③　新南陽地区の地域づくりの推進
　人口減少や少子高齢化の進展に伴い、多様化、深刻化する地域の課題が増えてきており、解決に向けた地域の活力が求められています。
  持続可能な地域づくりを促進するため、市民と行政が連携、協働し、住みよい地域づくりの形成に向けて取り組みます。また、地域づくり推進課と連携し、新南陽地区の住
民主体による地域づくり体制を側面からサポートします。
④　自主防災組織の強化
　自主防災組織が災害時等に有効な活動を行えるよう、防災意識の向上や防災知識の普及啓発、避難訓練等の取組みを持続するため、自主防災組織が実施する活動に
積極的に参加し、自主防災組織との連携強化を図ります。
⑤　コミュニティ施設の管理運営
　新南陽地区コミュニティセンターは、建築後約２０年を経過する施設もあり老朽化が進んでいるため、平成30年度に策定した施設分類別計画に基づき、適正な維持管理を
行い、施設の長寿命化に努めます。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
　業務の進捗状況の情報を共有、見える化することにより、適切な事務の執行及び業務量の平準化を図り、ワークライフバランスを実現します。
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新南陽総合支所

３ 部の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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実現したい成果　（最終目標）推進施策

4安心安全
1災害に強い街づくりの推進
（1）地域防災力の強化（地域政策課）

自主防災組織による防災訓練や様々な活動へ積極的に参加し、新南陽地区の防災機能の充実
させます。

3地域づくり
1地域コミュニティの活性化
（1）住民主体の地域づくりの推進（地域政策課）

新南陽地区コミュニティセンターは、建築後約２０年を経過する施設もあり老朽化が進んでいるた
め、平成30年度に策定した施設分類別計画に基づき、適正な維持管理を行い、施設の長寿命化
に努めます。

9行政経営
4公共施設老朽化への対応
（1）公共施設老朽化への対応（地域政策課）

市民の安心安全の確保を最優先に、西消防署の整備を進め、令和2年度中の運用開始を目指し
ます。総合支所の今後の方向性については、市としての基本的な考え方を示し、地域住民から
の意見を聞いて集約していきます。

9行政経営
2将来を見据えた行政運営
（1）行政改革の推進（地域政策課、市民福祉課）

仮庁舎内の窓口の配置や事務室内の模様替えを行い、更なるワンストップサービスの充実によ
り、お客様満足度を向上させます。

3地域づくり
1地域コミュニティの活性化
（1）住民主体の地域づくりの推進（地域政策課）

持続可能な地域づくりを促進するため、地域づくり推進課と連携して住民主体による地域づくりを
推進させる意識の醸成と、体制を整備します。

目標


